
2025年度
（応札年度）

2020年代 2030年代 2040年代 2050年度

＜電源＞

三池発電所
3号機

＜燃料種＞

水素

1

三池発電所3号機の脱炭素化ロードマップ

2025年11月
CEF H2株式会社

＜前提条件＞
✓３号発電所の建設は発電所と一体設備として水素精製設備を併設する。
✓既に大規模設備で実用化されている水電解技術の導入による早期の水素専焼火力発電所の実現を目指す。
✓再生可能エネルギーを活用したグリーン水素の比率を高めるために太陽光発電所を活用する。２０４０年には２０～５０％をグリーン化する計画であるが、環境
アセスメントの完了などいくつかのプロセスを経て建設計画を進めることから、明確な規模を明示することは困難。２０５０年には１００％の水素をグリーン化す
る計画。

✓水素の原料となる電力について太陽光発電で不足する分は、系統の電源を使用し水素を製造する。（よってグレー水素とグリーン水素が利用される。）
✓太陽光発電所が順次完成する中で、徐々にグリーン水素の比率は高まるものとした。
✓上記の方法でグリーン水素製造のための再生可能エネルギー由来の電力の調達が不足する場合、非化石証書またはグリーン電力証書またはＪ－クレジットを購入し、
１００％グリーン水素を達成する。

様式5

建設工事
（2028～2030）

水素専焼
の運転

運転開始
2032年

環境アセス
（2025～2028）

長期脱炭素電源
オークション
で落札

グレー水素/グリーン水素

試運転
（2030～2031）

太陽光建設に関わる
環境アセスメント

徐々にグリーン化が進む ＜目標＞
少なくとも2040年には
グリーン水素比率を20～50％にする

100％
グリーン化
する計画

グリーン水素

ー太陽光建設期間ー
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